
 

 

 

 ここでは気温や降水量などの気象データのダウンロードからデータ処理の方法までの手

順をひとつひとつ説明していく。Fig.1は気象データの処理の手順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 気象データの処理の手順 

 

 

 以下に気象データの処理を行うにあたって、閲覧したホームぺージと使用したソフトウ

ェアを示す。 

 

 

    

 

 

 

 

     

 

 

 

気象データの検索・ダウンロード 

データ処理(グラフの作成) 

「気象庁ホームページ」 

(http://www.jma.go.jp/jma/index.html) 

気象庁では、気象・海洋や地震・火山に関する様々な情

報を保有・提供しており、このホームページから気象デー

タのダウンロードや閲覧が可能である。 

「表計算ソフト Excel 2013」 

    ダウンロードしたデータの貼り付けや、データ処理とし

て表やグラフの作成を Excel にて行う。バージョンは 2013

のものを使用した。 

1.気象データの処理 
平成 28年度熊本大学教育学部 
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◎「熊本市(熊本地方気象台)の年ごとの気温」の気象データダウンロードを例として説明し 

 ていく。 

気象庁ホームページ http://www.jma.go.jp/jma/index.html を開く。 

 

 

 

① 

気象庁ホームページのトップを

開き、「各種データ・資料」をク

リック。 

② 

『気象』の気象観測データの欄に

ある「過去の気象データ検索」を

クリック。 

1.1気象データのダウンロード 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html


 

 

 

 

③ 

地点の選択の欄にある「都道府県

選択」と書いてある図をクリック。 

④ 

データを得たい地点の都道府県名

をクリック。 

(例) 

熊本市のデータが欲しい場合 

→「熊本県」をクリック。 



 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

都道府県ごとのさらに細かい地点

選択画面が出てくるので、データ

を得たい地点をクリック。 

(例) 

熊本市のデータが欲しい場合 

→「熊本」をクリック。 

⑥ 

過去の気象データ検索のページに

戻るので、次はデータの種類の欄

から「年ごとの値を表示」をクリ

ック。 



 

 

 

 

⑦ 

年ごとの値の一覧が表示される。 

「詳細(気温・蒸気圧・湿度)」をク

リックすると、年平均気温(日平

均・日最高・日最低)や日最低気温

が 0℃未満の日の年間日数(つまり

冬日の年間日数)などが表示され

る。 

 

 

⑧ 

表示された年ごとの値をコピー

し、エクセルに貼りつけると気象

データのダウンロード完了であ

る。 

 



 

 

 

◎熊本市の、年平均気温(日平均、日最高、日最低気温)の経年変化のグラフ(以下に示す)の

作成を例として進めていく。 

 

 

気象データを Excelに貼りつけた状態からスタートする。 

～基本のグラフ作成～ 

 

 

y = 0.0159x - 15.075

y = 0.0078x + 6.33

y = 0.0269x - 41.465

0

5

10

15

20

25

1890 1910 1930 1950 1970 1990 2010

気
温

西暦年熊本市の年平均(日最高、日平均、日最低)気温の経年変化

1.2気象データの処理 

① 

必要なデータ以外は消しておく 



 

 

 

 

 

 

 

 

② 

メニューバーの「挿入」から、散布

図を選びクリック。 

③ 

グラフができる範囲の上で右クリ

ックすると、メニューが出てくる

ので、その中の「データの選択」を

クリック。 



 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

「データソースの選択」というウ

インドウが開く。左側の凡例項目

の欄にある「追加」をクリック。 

⑤ 

「系列の編集」というウインドウ

が開く。「系列 Xの値」の入力欄の

右側にあるマークをクリックする

と、シート上でのドラッグでデー

タの選択ができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

系列 X、つまりグラフの X 軸にす

る値をドラッグする。ドラッグ後、

「系列の編集」のウインドウの入

力欄右側にあるマークをクリッ

ク。 

(例) 

年平均気温（日平均）の経年変化の

グラフを作成する場合、系列 Xの

値として西暦年をドラッグする。 

⑦ 

系列Xと同様に系列Yのデータ選

択も行う。 

(例) 

年平均気温(日平均)の経年変化の

グラフを作成する場合、系列 Yの

値として日平均気温をドラッグす

る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

系列 X、系列 Yのデータ選択が終

わったら、系列名に選択したデー

タ名等を入力しておく。「OK」ボ

タンをクリック。 

 

⑨ 

「データソースの選択」のウイン

ドウに戻るため、再び「OK」ボタ

ンをクリック。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この後の操作 

・同じ図面上に違うグラフを追加したい→⑪ 

・軸の値を変更したい→⑭ 

・グラフタイトルや軸ラベルをつけたい→⑯ 

・近似直線を引きたい→⑰ 

⑩ 

以上の操作で基本の散布図が作成

される。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 

最初に提示したグラフのように、

同じ図面に違うグラフを追加する

には 1 つ目のグラフ作成と同じ操

作をくり返せばよい。図上で右ク

リックし、「データの選択」をクリ

ック。 

⑫ 

「データソースの選択」のウイン

ドウが開くので、凡例項目の欄の 

「追加」をクリックし、⑤~⑨ま

での操作をくり返す。 

 

同じ図面上に違うグラフを追加したい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 

日平均気温のグラフに、日最高気

温、日最低気温のグラフを追加し

ていくとこのように 3 つのグラフ

が同じ図面上に作成される。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 

軸の数字をクリックし、軸を選択

状態にする。さらに右クリックし、

出てきたメニューの「軸の書式設

定」を選ぶ。 

軸の値を変更したい 

⑮ 

右側に軸の書式設定のダイアログ

が表示される。そこで軸の最小値、

最大値や目盛間隔を変更すること

ができる。 



ラフの 

 

 

 

 

 

 

 

グラフタイトルや軸ラベルをつけたい 

⑯ 

図の右上に表示されている＋マ

ークをクリックすると、グラフ要

素の追加ができる。追加したいグ

ラフ要素(グラフタイトル、軸ラ

ベルなど)にチェックを入れる。 

近似直線を引きたい 

⑯ 

近似直線をひきたいグラフを選

択し、その上で右クリックする。

メニューが出てくるので、「近似

曲線の追加」をクリック。 

 



 

 

 

 

 

⑰ 

近似線が引かれると、右側に「近

似曲線の書式設定」のダイアログ

が出てくる。上部にある３つのマ

ークのうち一番右を選択すると、

回帰式や R2値の追加、近似線の

延長(前方補外、後方補外)ができ

る。 

⑱ 

３つのマークのうち一番左を選

択すると、近似線の色や幅などの

変更など線のスタイルの変更が

できる。 


